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表は種子P，Q, Rから育てたエンドウによるかけ合わせを示している。純系の種子
が特定されていないため，かけ合わせ１～３のうち，かけ合わせ（X）以外の２つの
かけ合わせはいずれも，２通りの結果が予想される。このことから，かけ合わせ

（X）以外の２つのかけ合わせに共通する種子（Y）を用いてかけ合わせを行うこと
により，純系の種子が特定できると考えられる。

種子（Y）と残りの種子のうちの１つを用いてかけ合わせを行い，つくられる多数
の種子について ということが確認できれば，かけ合わせに用いなかっ

た種子が丸い種子をつくる純系の種子であると特定できる。
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